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組み立て手順

段ボール下部にある黒い固定タブを4つすべて外し、上部の箱を持ち
上げて開梱します。

すべてのパーツを各箱から取り出してください。
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工具:

— 6mm 六角レンチ

— 15mm ペダルスパナ
— 13 + 14mm スパナ

パーツ:

Handlebar 

Adjustment Knob

Nuts, Bolts & Washers (x4)

Power Supply

Front 
Stabiliser

Handlebars

Pedals

Rear 
Stabiliser

各パーツが入っているか確認して下さい。



フレーム後部を持ち上げ、後方脚(キャスターなし)を取り付けます。
付属のナット、ボルト、ワッシャーで固定し、6mmレンチと17㎜ス
パナで締めます。
同じ手順で前方脚(キャスター付き)を取り付けます。

ハンドルステムの緩衝材を取り外し、ハンドルバーを差し込みます。
ハンドルステム内部のアジャストメントブロックが中央に位置する
ようにします。

段ボールをフレームに挟んでバイク
を持ち上げると作業がし易いです。



アジャストメントレバーを(1)の穴に通し、(3)アジャストメントブ
ロックに差し込む。ノブを締めて固定する。

付属のペダル、または任意のペダルを取り付けます。ネジ穴を壊さ
ないよう注意して下さい。



ハンドルとサドルの高さ・前後調整を自分の体に合わせて調整しま
す。

Wattbikeに電源アダプタ(12V 5A)を差し込みます。
スマホ/タブレットで「Wattbike Hub」アプリを起動し、接続します。
※初回はファームウェアの更新を求められることがあります。





Wattbike Protonのセットアップが完了したら、ライドを始める前にデバイスを
接続する必要があります。

スマホ／タブレットのBluetoothをオンにします。

App storeまたはGoogle PlayからWattbike Hub

アプリをダウンロードします。

Hubアプリにログイン、または新規登録(sign up)をします。
接続方法：
1. Quick Rideまたは任意のワークアウトをタップ
2. 右上の「Wattbike」ボタンをタップ。
3. ご自身のProtonのIDを選択。

ProtonはBluetooth、ANT＋、ANT(Suunto)の心拍計に対応しています。
心拍計はセッション開始前や一時停止中に接続できます。





Wattbike Protonは2種類の負荷システムを搭載しており、セッション中に変更でき
ます。

ギアモード(Gear Mode)：Upボタン／Downボタンでギアを変更。実際のロードバ
イクに近い感覚でライドできます。Quick Rideの標準モードです。

エルゴモード(Ergo Mode)：回転数に合わせて目標Watt数を自動で維持します。
ワークアウト時の標準モードです。
※右シフターのActionボタンでギアモード エルゴモードを切り替え

ボタン設定とカスタムギア設定はライドスクリーンの上部に表示される「Setup」ボタン
で編集できます。

●右シフター

Actionボタン－負荷システムの変更 ギアモード エルゴモード

Upボタン

クリック→ギアとWatt数アップ

長押し→ 連続でアップ

Downボタン

クリック→ギアとWatt数ダウン

長押し→ 連続でダウン

●左シフター

Actionボタン－＋1LAP （Just Ride／Climbモード時）

Upボタン

画面の変更(進む)

画面の変更(戻る)

Downボタン










	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

